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 §１  調 査概要  

 本 調 査 は 、図 1-1「 調 査 地 案 内 図 」に 示 す 各 務 原 市 雲 雀 町 地 内 の 学

び の 森 敷 地 内 に お い て 、 計 画 さ れ る 建 築 物 の 地 盤 状 況 を 把 握 す る こ

と を 目 的 に 実 施 さ れ た 地 質 調 査 で あ る 。  

そ の 概 要 は 、 次 の 通 り で あ る 。  

 

（ 1） 調 査 件 名  学 び の 森 地 質 調 査 業 務 委 託  

（ 2） 調 査 場 所  各 務 原 市 雲 雀 町 地 内  

（ 3） 調 査 期 間  （ 自 ） 令 和 元 年  7月 11日  

              （ 至 ） 令 和 元 年  8月 30日  

（ 4） 調 査 内 容  ス ウ ェ ー デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ 試 験  

 4箇 所  L=10.34m  

・ No.1 L=2.41m  

・ No.2 L=3.19m  

・ No.3 L=2.37m  

・ No.4 L=2.37m  

（ 5） 使 用 機 器  ・ ス ウ ェ ー デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ 自 動 貫 入 試 験 器  

            ジ オ カ ル テ Ⅱ  ------------------ 1台  

（ 6） 発 注 者 名  各 務 原 市 役 所  都 市 計 画 課  

（ 7） 受 注 者 名  大 同 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社  各 務 原 営 業 所  

各 務 原 市 那 加 長 塚 町 2丁 目 14番 地  

                 TEL 058-380-535 0 

（ 8） 担  当  者  永 田  武 司  
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図 1-1 調 査 地 案 内 図  

 

調 査 地  
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 §２  ス ウ ェー デ ン式 サ ウ ン デ ィ ング 試 験 結 果 の 要約  

 本 調 査 は 、図 2-1「 調 査 位 置 平 面 図 」に 示 す 各 務 原 市 雲 雀 町 地 内 の

学 び の 森 敷 地 内 に お い て 、 建 築 物 の 地 盤 状 況 を 把 握 す る こ と を 目 的

に 、 4箇 所 ス ウ ェ ー デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ 試 験 を 実 施 し た 。  

 

２ － １  試 験 方 法  

① 試 験 前 に 、 ス ク リ ュ ー ポ イ ン ト 、 載 荷 装 置 及 び 回 転 装 置 が 損 傷 し

て い な い こ と を 点 検 す る 。  

② ス ク リ ュ ー ポ イ ン ト 連 結 ロ ッ ド の 先 端 に ス ク リ ュ ー ポ イ ン ト を 取

り 付 け 、 ロ ッ ド に 載 荷 装 置 を 固 定 し 、 調 査 地 点 を 固 定 し 、 調 査 地

点 に 鉛 直 に 立 て て 支 え る 。  

③ 最 初 に 50Ｎ の 荷 重 を 載 荷 す る 。  

④ 荷 重 で ロ ッ ド が 地 中 に 貫 入 す る か を 確 か め 、 貫 入 す る 場 合 に は 貫

入 が 止 ま っ た と き の 貫 入 量 を 測 定 し 、 そ の 貫 入 量 と す る 。 ま た 、

こ の と き の 貫 入 状 況 を 観 察 す る 。  

⑤ 次 々 と 荷 重 し て ④ の 作 業 を 繰 り 返 す 。  

荷 重 の 段 階 は 、 50Ｎ ,150Ｎ ,250Ｎ ,750Ｎ ,及 び 1000Ｎ と す る 。  

⑥ 載 荷 装 置 下 端 が 地 表 面 に 達 し た ら 荷 重 を 除 荷 し 、 ロ ッ ド の 継 ぎ 足

し 、 荷 重 装 置 を 引 き 上 げ 固 定 し ③ ～ ⑤ の 操 作 を 行 う 。  

⑦ 1000Ｎ で ロ ッ ド の 貫 入 が 止 ま っ た 場 合 は 、 そ の 貫 入 量 を 測 定 し た

後 、鉛 直 方 向 の 力 が 加 わ ら な い よ う に ロ ッ ド を 右 回 り に 回 転 さ せ 、

次 の 目 盛 線 ま で 貫 入 さ せ る の に 要 す る 半 回 転 数 を 測 定 す る 。 そ の

際 、 1分 間 に 50回 転 以 下 と す る 。  

 な お 、 こ れ 以 降 の 測 定 は 、 25㎝ (目 盛 線 )ご と に 行 う 。  

⑧ 回 転 貫 入 の 途 中 で 、 貫 入 早 さ が 急 激 に 増 大 し た 場 合 に は 、 回 転 を

停 止 し て 1000Ｎ の 荷 重 だ け で 貫 入 す る か ど う か を 確 か め る 。 貫 入

す る 場 合 は ⑦ に 従 っ て 以 後 の 操 作 を 行 う 。  
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図2-1 調査位置平面図
S=1：500（A3）
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⑨ 回 転 貫 入 の 途 中 で 、 貫 入 早 さ が 急 激 に 減 少 し た 場 合 に は 、 そ れ ま

で の 貫 入 量 と 半 回 転 数 を 測 定 し 、 貫 入 を 続 け る 。  

⑩ ス ク リ ュ ー ポ イ ン ト が 硬 い 層 に 達 し 、貫 入 量 5㎝ 当 た り の 半 回 転 数

が 50回 以 上 と な る 場 合 、 ロ ッ ド の 回 転 時 の 反 発 力 が 著 し く 大 き く

な る 場 合 又 は 大 き な 石 な ど に 当 た り そ の 上 で 空 転 す る 場 合 に は 、

測 定 を 終 了 し て も よ い 。  

⑪ 測 定 終 了 後 、 載 荷 装 置 を 外 し 、 引 き 抜 き 装 置 に よ っ て ロ ッ ド を 引

き 抜 き 、 そ の 数 を 点 検 し 、 ス ク リ ュ ー ポ イ ン ト の 異 常 の 有 無 を 調 べ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 手 動 式 に よ る 試 験 装 置  

※ 全 自 動 は 、 全 て 自 動 で 管 理 し 実 施 す る 。  
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２ － ２  試 験 の 留 意 事 項  

① こ の 試 験 で は 、 地 中 の 土 を 採 取 す る こ と が で き な い 。 こ の た め 、

土 質 区 分 は 、試 験 時 の 感 触 等 で 判 断 す る た め 、推 定 と な る 。例 え ば 、

「 砂 ・ 礫 質 土 」 の 場 合 は 、 ハ ン ド ル を 回 転 さ せ な が ら ロ ッ ド を 貫 入

さ せ る と 、ハ ン ド ル を 介 し て「 シ ャ リ シ ャ リ 」と か「 ジ ャ リ ジ ャ リ 」

と い う 感 触 や 音 が 伝 わ っ て く る こ と が あ り 、 土 質 を 分 類 す る 際 の 手

掛 か り と し ま す 。  

② 地 層 区 分 は 、 貫 入 具 合 や 感 触 に よ り 判 断 す る 。  
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２ － ３  ス ウ ェ ー デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ 試 験 結 果  

 ス ウ ェ ー デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ 試 験 結 果 は 、 巻 末 の 「 デ ー タ シ ー

ト 」 及 び 表 2-1に 示 す 。  

表 2-1（ 1）  試 験 結 果 （ No.1）  
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表 2-1（ 2）  試 験 結 果 （ No.2）  
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表 2-1（ 3）  試 験 結 果 （ No.3）  
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表 2-1（ 4）  試 験 結 果 （ No.4）  
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§３  考 察  

３ － 1 調 査 地 付 近 の 地 盤 状 況  

 調 査 地 の 地 盤 状 況 は 、図 3-1「 推 定 地 質 断 面 図 」に 示 す よ う に 、上

位 の 地 層 よ り 盛 土 層 （ B） 、 表 土 層 （ F） 及 び 各 務 原 台 地 の 上 部 を 覆

う 新 生 代 第 四 紀 更 新 世 の 粘 性 土 （ Dc） が 分 布 し て い る も の と 推 定 で

き る 。  

 以 下 に 、各 地 層 の 概 略 を 表 3-1「 地 質 層 序 表 」に 示 す と と も に 、上

位 の 地 層 よ り 要 約 し て 記 述 す る 。  

 

表 3-1 地 質 層 序 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 1） 盛 土 層 （ B）  

 本 層 は 、駐 車 場 整 備 時 に 盛 土 材 と し て 客 土 さ れ た 土 質 材 料 で あ る 。 

 層 厚 は 、 地 表 面 よ り 0.50m程 度 と 推 定 す る 。  

 層 相 は 、 径 5～ 10mm程 度 の 亜 角 礫 を 主 体 と す る 「 礫 質 土 」 で あ る 。 

 換 算 N値 は 「 8」 程 度 で 「 緩 い 」 相 対 密 度 を 示 し て い る 。  

 

（ 2） 表 土 層 （ F）  

 本 層 は 、 各 務 原 台 地 の 地 表 部 に 堆 積 分 布 す る 表 土 層 で あ り 、 「 粘

性 土 」 で 構 成 さ れ る 。  

 

 

盛土層 B 礫質土
盛土。(換算N値=8)

径5～10mm程度の亜角礫主体。

0.00～
0.50

表土層 F 粘性土
非常に軟らかい。
(換算N値=2)

1.25～
2.00

更
新
世

粘土層 Dc 粘性土
礫分を混入する。

(換算N値=14)
－

地質
時代

地層名 符号
土質名

（推定）
記事

新
生
代
・
第
四
紀

完
新
世

層厚
(m)
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 層 厚 は 、 盛 土 層 の 下 位 に 1.50m～ 2.00m程 度 堆 積 し て い る も の と 推

定 す る 。  

 層 相 は 、 軟 ら か い 「 粘 性 土 」 と 推 定 す る 。  

 換 算 N値 は 「 2」 程 度 で 「 非 常 に 軟 ら か い 」 コ ン シ ス テ ン シ ー を 示

し て い る 。  

 

（ 3） 粘 土 層 （ Dc）  

 本 層 は 、 各 務 原 台 地 の 上 部 に 分 布 す る 粘 土 層 で 、 「 粘 性 土 」 で 構

成 さ れ る 。  

 地 層 分 布 は 、深 度 2.00～ 2.50m以 深 に 堆 積 し て い る も の と 推 定 す る 。 

 層 相 は 、 礫 が 多 く 混 入 す る 「 粘 性 土 」 と 推 定 す る 。  

 換 算 N値 は 「 14」 程 度 の 「 硬 い 」 コ ン シ ス テ ン シ ー を 示 し て い る 。 
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図3-1 推定地質断面図
S=1：200（A3）
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－

土質名
（推定）

記事

新
生
代
・
第
四
紀

完
新
世

層厚
(m)

符号
色別

地質
時代

地層名
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３ － ２  土 質 強 度 特 性 の 推 定  

ス ウ ェ ー デ ン 式 サ ウ デ ィ ン グ 試 験 結 果 と 他 の 試 験 結 果 よ り 求 め ら

れ る 土 質 強 度 と の 関 係 は 、 以 下 の よ う に 多 く 提 案 さ れ て い る 。  

 

[N値 と の 関 係 ] 

礫 ・ 砂 ・ 砂 質 土  

       N＝ 0.002Wsw＋ 0.067Ns w  ------ 式 3-1 

粘 土  

       N＝ 0.003Wsw＋ 0.050Ns w  ------ 式 3-2 

 

[一 軸 圧 縮 強 さ と の 関 係 ] 

       qu＝ 0.045Wsw＋ 0.75N sw  ------ 式 3-3 

 

[支 持 力 と の 関 係 ] 

       qa＝ 30＋ 0.6Nsw    - ---------- 式 3-4 

 

こ こ に 、  

            N： N値 （ 換 算 N値 ）  

             qu： 一 軸 圧 縮 強 さ  (kN/m 2 ) 

             qa： 長 期 許 容 支 持 力  (kN/m 2 )  

 Wsw： 1000N以 下 で 貫 入 し た 場 合 の 荷 重 （ N）  

           Nsw：上 記 の 荷 重 で 貫 入 が 停 止 し た 後 、回 転 に よ り 貫 入

さ せ た 時 の 貫 入 量 1m当 た り の 半 回 転 数 （ 回 /m）  

            

「地盤調査の方法と解説：地盤工学会---p331 より抜粋」（2013 年） 

 

 

（ た だ し 、 支 持 力 算 出 に お い て は 、 Ns w 1 5 0 を 上 限 と す る 。 ）  
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No.1 No.2 No.3 No.4 平均値

盛土層 B 7.6 9.5 7.4 － 8

表土層 F 2.7 2.3 2.5 2.3 2

粘土層 Dc 13.6 11.4 14.4 16.2 14

地層名
換算N値

符号

No.1 No.2 No.3 No.4 平均値

盛土層 B 80 97 78 － 85

表土層 F 27 24 25 23 25

粘土層 Dc 116 112 110 109 112

地層名
許容支持力度　qa（kN/m

2
）

符号

No.1 No.2 No.3 No.4 平均値

盛土層 B － － － － －

表土層 F 40 35 38 36 37

粘土層 Dc 204 172 216 243 209

地層名 符号
一軸圧縮強さ　qu（kN/m

2
）

 今 回 の 調 査 結 果 を 、 各 関 係 式 に 当 て は め て 求 め た 地 盤 強 度 特 性 値

を 表 3-2「 換 算 N値 一 覧 表 」 、 表 3-3「 一 軸 圧 縮 強 さ 一 覧 表 」 、 表 3-4 

「 許 容 支 持 力 一 覧 表 」 に 示 す 。  

 

表 3-2 換 算 N値 一 覧 表  

 

 

 

 

 

 

表 3-3 一 軸 圧 縮 強 さ 一 覧 表  

 

 

 

 

 

 

表 3-4 許 容 支 持 力 一 覧 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 算 定 詳 細 は 表 3- 5 参 照  

※ 算 定 詳 細 は 表 3- 6 参 照  

※ 算 定 詳 細 は 表 3- 7 参 照  
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深度 Wsw Nsw

(m) （N） （回/m）

0.25 1,000 300 礫質土 －

0.50 1,000 84 〃 7.6

0.75 750 0 粘性土 2.3

1.00 750 0 〃 2.3

1.25 500 0 〃 1.5

1.50 750 0 〃 2.3

1.75 1,000 40 〃 5.0

2.00 1,000 128 〃 9.4

2.25 1,000 196 〃 12.8

2.41 1,000 313 〃 18.7

0.25 1,000 220 礫質土 －

0.50 1,000 112 〃 9.5

0.75 1,000 0 粘性土 3.0

1.00 500 0 〃 1.5

1.25 500 0 〃 1.5

1.50 500 0 〃 1.5

1.75 500 0 〃 1.5

2.00 750 0 〃 2.3

2.25 1,000 40 〃 5.0

2.50 1,000 164 〃 11.2

2.75 1,000 112 〃 8.6

3.00 1,000 136 〃 9.8

3.19 1,000 263 〃 16.2

0.25 1,000 232 礫質土 －

0.50 1,000 80 〃 7.4

0.75 1,000 0 粘性土 3.0

1.00 750 0 〃 2.3

1.25 500 0 〃 1.5

1.50 750 0 〃 2.3

1.75 1,000 12 〃 3.6

2.00 1,000 100 〃 8.0

2.25 1,000 168 〃 11.4

2.37 1,000 417 〃 23.9

0.25 500 0 粘性土 1.5

0.50 750 0 〃 2.3

0.75 1,000 0 〃 3.0

1.00 750 0 〃 2.3

1.25 750 0 〃 2.3

1.50 750 0 〃 2.3

1.75 250 0 〃 0.8

2.00 1,000 20 〃 4.0

2.25 1,000 112 〃 8.6

2.37 1,000 417 〃 23.9

No.2

地層名 符号

B

F

Dc

盛土層 B

孔番

No.1

盛土層

表土層

粘土層

No.4

表土層

No.3

盛土層 B

表土層 F

粘土層 Dc

F

粘土層 Dc

2.3

推定土質 換算N値

粘土層 Dc

表土層 F

11.4

平均N値

7.6

2.7

13.6

9.5

7.4

2.5

14.4

2.3

16.2

表 3-5 換 算 N値 の 算 出 結 果 一 覧 表  
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深度 Wsw Nsw 一軸圧縮強さ 平均一軸圧縮強さ

(m) （N） （回/m） （kN/m2） （kN/m2）

0.25 1,000 300 礫質土 －

0.50 1,000 84 〃 －

0.75 750 0 粘性土 34

1.00 750 0 〃 34

1.25 500 0 〃 23

1.50 750 0 〃 34

1.75 1,000 40 〃 75

2.00 1,000 128 〃 141

2.25 1,000 196 〃 192

2.41 1,000 313 〃 280

0.25 1,000 220 礫質土 －

0.50 1,000 112 〃 －

0.75 1,000 0 粘性土 45

1.00 500 0 〃 23

1.25 500 0 〃 23

1.50 500 0 〃 23

1.75 500 0 〃 23

2.00 750 0 〃 34

2.25 1,000 40 〃 75

2.50 1,000 164 〃 168

2.75 1,000 112 〃 129

3.00 1,000 136 〃 147

3.19 1,000 263 〃 242

0.25 1,000 263 礫質土 －

0.50 1,000 80 〃 －

0.75 1,000 0 粘性土 45

1.00 750 0 〃 34

1.25 500 0 〃 23

1.50 750 0 〃 34

1.75 1,000 12 〃 54

2.00 1,000 100 〃 120

2.25 1,000 168 〃 171

2.37 1,000 417 〃 358

0.25 500 0 礫質土 －

0.50 750 0 〃 －

0.75 1,000 0 粘性土 45

1.00 750 0 〃 34

1.25 750 0 〃 34

1.50 750 0 〃 34

1.75 250 0 〃 11

2.00 1,000 20 〃 60

2.25 1,000 112 〃 129

2.37 1,000 417 〃 358

No.4

表土層 F 36

粘土層 Dc 243

No.3

盛土層 B －

表土層 F 38

粘土層 Dc 216

No.2

盛土層 B －

表土層 F 35

粘土層 Dc 172

－

表土層 F 40

粘土層 Dc 204

孔番 地層名 符号 推定土質

No.1

盛土層 B

表 3-6 一 軸 圧 縮 強 さ の 算 出 結 果 一 覧 表  

 

PAGE 17



深度 Wsw Nsw 許容支持力 平均許容支持力

(m) （kN） （回/m） （kN/m2） （kN/m2）

0.25 1.00 150 礫質土 －

0.50 1.00 84 〃 80.4

0.75 0.75 0 粘性土 22.5

1.00 0.75 0 〃 22.5

1.25 0.50 0 〃 15.0

1.50 0.75 0 〃 22.5

1.75 1.00 40 〃 54.0

2.00 1.00 128 〃 106.8

2.25 1.00 150 〃 120.0

2.41 1.00 150 〃 120.0

0.25 1.00 150 礫質土 －

0.50 1.00 112 〃 97.2

0.75 1.00 0 粘性土 30.0

1.00 0.50 0 〃 15.0

1.25 0.50 0 〃 15.0

1.50 0.50 0 〃 15.0

1.75 0.50 0 〃 15.0

2.00 0.75 0 〃 22.5

2.25 1.00 40 〃 54.0

2.50 1.00 150 〃 120.0

2.75 1.00 112 〃 97.2

3.00 1.00 136 〃 111.6

3.19 1.00 150 〃 120.0

0.25 1.00 150 礫質土 －

0.50 1.00 80 〃 78.0

0.75 1.00 0 粘性土 30.0

1.00 0.75 0 〃 22.5

1.25 0.50 0 〃 15.0

1.50 0.75 0 〃 22.5

1.75 1.00 12 〃 37.2

2.00 1.00 100 〃 90.0

2.25 1.00 150 〃 120.0

2.37 1.00 150 〃 120.0

0.25 0.50 0 粘性土 15.0

0.50 0.75 0 〃 22.5

0.75 1.00 0 〃 30.0

1.00 0.75 0 〃 22.5

1.25 0.75 0 〃 22.5

1.50 0.75 0 〃 22.5

1.75 0.25 0 〃 7.5

2.00 1.00 20 〃 42.0

2.25 1.00 112 〃 97.2

2.37 1.00 150 〃 120.0

No.4

表土層 F 23

粘土層 Dc 109

No.3

盛土層 B 78

表土層 F 25

粘土層 Dc 110

No.2

盛土層 B 97

表土層 F 24

粘土層 Dc 112

80

表土層 F 27

粘土層 Dc 116

孔番 地層名 符号 推定土質

No.1

盛土層 B

表 3-7 許 容 支 持 力 の 算 出 結 果 一 覧 表  
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３ － ３  支 持 層 の 選 定 と 基 礎 の 形 式  

（ 1） 支 持 層 の 選 定  

支 持 層 選 定 の 原 則 は 上 部 構 造 の 特 性 、 想 定 し 得 る 基 礎 の 形 式 、 敷

地 の 状 況 及 び 地 盤 の 条 件 な ど を 考 慮 し て 、 建 物 そ の も の な ら び に そ

の 機 能 に 有 害 な 障 害 を 生 じ さ せ な い よ う に 建 物 を 確 実 に 支 持 し 得 る

地 盤 を 選 ぶ こ と で あ る 。 し た が っ て 、 良 質 な 支 持 層 と は 、 構 造 物 の

重 要 度 や 基 礎 に 作 用 す る 荷 重 の 規 模 に よ っ て も 異 な り 一 律 に 定 め ら

れ る も の で は な い が 、 一 般 的 に 岩 盤 や 良 く 締 ま っ た 砂 ・ 礫 質 土 層 ま

た は 硬 質 な 粘 性 土 層 で 、 十 分 な 層 厚 を 有 す る 地 層 が 対 象 と な る 。  

 「 建 築 基 礎 設 計 の た め の 地 盤 調 査 計 画 指 針 」 で は 、 次 の 値 を 目 安

と し た 支 持 層 を 5～ 10m程 度 確 認 を 目 安 と し て い る 。  

 

砂 ・ 砂 礫 層  N値 ≧ 50   「 非 常 に 密 な 」 相 対 密 度  

粘 性 土 層   N値 ≧ 20～ 30 「 非 常 に 硬 い 」 コ ン シ ス テ ン シ ー  

「 建 築 基 礎 設 計 の た め の 地 盤 調 査 計 画 指 針 ： 日 本 建 築 学 会 --- p 2 5 よ り 抜 粋 」

（ 20 0 9 年 ）  

 

ま た 、 「 建 築 構 造 設 基 準 及 び 同 解 説 」 で は 、 直 接 基 礎 の 選 定 に お

い て 、建 築 物 の 規 模 と 支 持 地 盤 条 件 と の 関 係 を 表 3-8「 直 接 基 礎 の 選

定 表 」 の よ う に 示 し て い る 。  
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表 3-8 直 接 基 礎 の 選 定 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 建 築 構 造 設 計 基 準 及 び 同 解 説 ： 公 共 建 築 協 会 -- - p 1 9 8 よ り 抜 粋 」 （ 20 0 5 年 ）  

 

盛 土 層（ B）は 、層 厚 が 薄 く 連 続 性 が な い 地 層 で あ り 、下 位 に 軟 弱

な 粘 性 土 層 が 分 布 し て い る た め 、建 築 基 礎 の 支 持 地 盤 と 成 り 得 な い 。 

 表 土 層 （ F） は 、 換 算 N値 2、 許 容 支 持 力 度 が 25kN/m 2程 度 と 低 い こ

と か ら 、 建 築 基 礎 の 支 持 地 盤 と 成 り 得 な い 。  

 更 新 世 粘 土 層 （ Dc） は 、 平 均 許 容 支 持 力 が 112kN/m 2程 度 見 込 め る

こ と か ら 、 小 規 模 建 築 物 基 礎 支 持 地 盤 と し て の 地 耐 力 を 有 す る 地 層

と 判 断 す る 。  
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（ 2） 基 礎 の 形 式  

 今 回 計 画 さ れ る 構 造 物 の 支 持 地 盤 を 更 新 世 粘 土 層 （ Dc） に 求 め た

場 合 、 基 礎 底 面 を 当 該 地 層 が 堆 積 分 布 す る 深 度 約 2.0～ 2.5m 程 度 ま

で 掘 り 下 げ て 設 置 す る か 、又 は 基 礎 底 面 を 深 度 1.0m 程 度 ま で の 浅 い

位 置 に 置 き 、 支 持 地 盤 ま で の 軟 弱 層 を 地 盤 改 良 す る 直 接 基 礎 形 式 が

考 え ら れ る 。  

 構 造 物 の 基 礎 底 面 を 深 度 1.0m 程 度 の 位 置 に 計 画 す る 場 合 、支 持 地

盤 ま で の 層 厚 約 1.0～ 1.5m 程 度 は ラ ッ プ ル コ ン ク リ ー ト や 浅 層 混 合

処 理 工 法 等 の 地 盤 改 良 が 必 要 に な る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 基 礎 形 式 概 念 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 . 0～ 2.5 m  

（ 直 接 基 礎 ）  （ 地 盤 改 良 ＋ 直 接 基 礎 ）

PAGE 21



３ － ４  許 容 支 持 力 の 検 討  

更 新 世 粘 土 層 （ Dc） に 支 持 地 盤 を 求 め た 場 合 の 許 容 支 持 力 度 を 次

式 よ り 算 定 す る 。  

 

（ 算 定 式 1） ------  基 礎 底 面 を Dc層 ま で 下 げ た 場 合  

  qa＝1/3（α･Ｃ･Ｎｃ＋β･γ１･Ｂ･Ｎγ＋γ２･Ｄｆ･Ｎq） ------ 式 3-5 

こ こ に 、  

qa： 単 位 面 積 当 り の 長 期 許 容 支 持 力 度 （ kN/m２ ）  

 φ ： 内 部 摩 擦 角 （ 度 ）  

α ､β ： 基 礎 荷 重 面 形 状 に 応 じ た 係 数 （ 表 3-9）  

       C： 基 礎 荷 重 面 下 に あ る 地 盤 の 粘 着 力 （ kN/m２ ）  

       B： 基 礎 荷 重 面 の 短 辺 ま た は 短 径 （ m）  

γ 1： 基 礎 荷 重 面 下 に あ る 地 盤 の 単 位 体 積 重 量  

         ま た は 、 水 中 単 位 体 積 重 量 （ kN/m 3）  

γ 2： 基 礎 荷 重 面 よ り 上 方 に あ る 地 盤 の 平 均 単 位 体 積 重 量  

         ま た は 、 水 中 単 位 体 積 重 量 （ kN/m 3）  

Nc､Nr､Nq： 地 盤 の 内 部 摩 擦 角 に 応 じ た 支 持 力 係 数 （ 表 3-10）  

       Df： 基 礎 の 近 接 し た 最 低 地 盤 か ら 基 礎 底 面 ま で の 深 さ (m) 

 

表 3-9 形状係数 

 

 

 

 

「 小 規 模 建 築 物 基 礎 設 計 指 針 ： 日 本 建 築 学 会 -- - p 7 5～ 7 6 よ り 抜 粋 」 （ 20 0 8 年 ） 
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表 3-10 支持力係数 

 

 

 

 

 

 

「 小 規 模 建 築 物 基 礎 設 計 指 針 ： 日 本 建 築 学 会 -- - p 7 6 よ り 抜 粋 」 （ 20 0 8 年 ）  

 

（ 算 定 式 2） ------  地 盤 改 良 工 法 を 併 用 し た 場 合  

   qa＝（ｑa1－γ’×H’）×(B1/B2） ---- - - 式 3-6 

こ こ に 、  

qa： 基 礎 底 面 の 長 期 許 容 支 持 力 度 （ kN/m2）  

   qa 1： 未 改 良 地 盤 の 長 期 許 容 支 持 力 度 （ kN/m2）  

γ ’ ： 改 良 地 盤 の 単 位 体 積 重 量  

               ま た は 、 水 中 単 位 体 積 重 量 （ kN/m 3）  

H’ ： 改 良 地 盤 の 層 厚  (m) 

B1： 荷 重 分 散 後 の 幅  (m) 

          B2： 基 礎 底 面 の 幅  (m) 

 

      地 盤 改 良 工 法 を 計 画 す る 場 合 は 、 未 改 良 地 盤 の 許 容 支 持 力

(qa 1 )か ら 求 め た 基 礎 底 面 の 許 容 支 持 力 (qa)と 、改 良 地 盤 そ の も

の の 許 容 支 持 力 (qa ’)と を 比 較 し て 、 小 さ い 値 を 採 用 す る 。  

 

図 3-3(1)(2)に 、 代 表 的 地 盤 条 件 で の 「 直 接 基 礎 工 法 」 と 「 地 盤

改 良 を 併 用 し た 直 接 基 礎 工 法 」 の 場 合 に つ い て 、 許 容 鉛 直 支 持 力 試

算 の 結 果 を 示 す 。  
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ケ ー ス ① 許 容 鉛 直 支 持 力 試 算 結 果

基礎形式：直接基礎工法
基礎形状：布基礎(1.5mの連続基礎)
基礎底面：地表面から深度2.5 m
基礎根入：Df=0.75m（深度1.5m程度までは隣接掘削等を考慮）
地盤定数：図示

φ1＝0°

Nc＝5.1 Nｒ＝0 Nｑ＝1.0

C1＝104kN/m
2 γ1＝17kN/m

3

α＝1.0 β＝0.5（連続として仮定）

B＝1.50m Df＝0.00m

qa＝1/3（α・C・Nｃ＋β・γ1・B・Nｒ+γ2・Dｆ・Nｑ）

＝1/3（1.0×104×5.1＋0.5×17×1.50×0＋16×0.75×1.0）

＝181 kN/ｍ
2

①Dc層上面部での許容鉛直支持力

γ＝20kN/m
3

γ2＝16kN/m
3

γ1＝17kN/m
3

C2＝18kN/m
2

C1＝104kN/m
2 B=1.50

D
f
=
0
.
7
5 F層

Dc層

B層

φ2＝0° C2＝18kN/m
2 γ2＝16kN/m

3

代表
柱状図

1
.
7
5

0
.
5
0

2
.
2
5

試算条件

図 3 - 3 ( 1 ) 直 接 基 礎 工 法
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基礎形式：直接基礎工法（地盤改良併用）
基礎形状：布基礎（1.5mの連続基礎)
基礎底面：地表面から深度1.0m
基礎根入：見込まない（基礎底面まで根入れを見込まない）
地盤改良：Dc層上面まで（改良厚H'＝1.25m、単位体積重量γ'＝20kN/m

3
)

支持地盤：Dc層（許容支持力度qa1＝112kN/m
2
）

qa1＝112kN/m
2

B1＝2.75m

①未改良地盤（Dc層上面）の許容鉛直支持力度から逆算して求めた基礎底面での許容支持力度

qa2＝（qa1－γ'×H'）×(B1/B2)

qa1＝112kN/m
2

F層

Dc層

B層

代表
柱状図

1
.
7
5

0
.
5
0

1
.
2
5

B1=2.75

B2=1.50

0.625 0.625

2
.
2
51
.
0
0

ケ ー ス ② 許 容 鉛 直 支 持 力 試 算 結 果

qa2

γ'＝22kN/m
3

B2＝1.50m

＝（112－20×1.25)×(2.75/1.5)

＝ 160 kN/ｍ
2

試算条件

地盤改良

改良地盤の一軸圧縮強さ(qu)を200kN/m
2
と想定する。

Nc＝5.1 Nｒ＝0 Nｑ＝1.0

C＝qu/2＝100kN/m
2

γ'＝20kN/m
3

α＝1.0 β＝0.5（連続として仮定）

B＝1.50m Df＝0.00m

qa2＝1/3（α・Ｃ・Ｎｃ＋β・γ1・B・Ｎｒ+γ2・Ｄｆ・Ｎｑ）

＝1/3（1.0×100×5.1＋0.5×20×1.00×0＋16×0×1.0）

＝170kN/ｍ
2

②基礎底面（改良地盤上面）の許容鉛直支持力

γ2＝16kN/m
3

φ1＝0°

①qa2=160kN/m
2
＜ ②qa2=170kN/m

2

以上の結果より、設定した改良地盤の許容支持力は160kN/m
2
となる。

以上

図 3 - 3 ( 2 ) 地 盤 改 良 併 用 直 接 基 礎 工 法
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